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於 基 研 小 講 義 室
議 長 中嶋貞雄 ･武田 暁
? ?? ????
出席 者 研究部員 22名 (50､名車 )
運営委員 8名 (16名車 )
????
所 員 10名 (10名中 )
? ? ? ? ? ?























15. C.LA.アジア財団 ,′米陸軍 などの研究費援助の件
14.素粒子研究所の体制について












人 事 (敬称曜 )
〔所内人事 〕(着任 )
武 野 正 三 (助教授 )
中 野 武 宣 (助 手 )
北 門 新 作 ( ,7 )
田 中 米 造 (事務長 )
4月 1日付 (北大 ･理 より)
〃 (京大 ･理 ･IC修了 )
〃 (名大 ･理 ･刀C修了 )
〃 (京大本部庶務部 )
(転出 )
星 崎 憲 夫 (助教授 ) 5月 1日付 (京大 ･工へ )
西 村 源 次 (事務長 ) 4月 1日付 (人文研究所へ )
〔併任教授〕 4月 1日付
朝永振一郎 ･高木修二 ･早川幸男 ･碓井恒九 ･小林 稔 ･井上 健 ･
片山泰久 ･松原武生 ･
〔･7 トム塾研究員 〕
大 野 公 男 (北大 ･教授 ) 5月 (1ケ月 )
藤 億 出 (大府大 ･数段 ) 4-6月 (5ケ月 )
曾我見 郁夫 (京大 .D.修了 ) 4-5月(1年 )
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岩 崎 洋 一 (東大 ･DC ) 4-5月L(1ケ月 )
宮 田 隆 (早大 ･DC ) 4-6月(5ケ月 )
5.外人招碑
o現在 までに確定 した人 ･
P.T.Matthews 4月 (1ケ月 )
W.Heisent)erg 4-5月








7- 9月(5ケ月 ) (丸森 )
8月末 より(1ケ月 ) (早川 )
9月 (1ケ月 ) ･(乗員 )
9月末 (1ケ月 ) (荒木 )
11月 (1ケ月 )









B.Vitale (来 日取 り消し)













〔提案説明〕 (矢島 ･松田 )
京大に新 しく(仮称)大型計算センターができること,にな って ,そこに
FACOM256/60が麗かれる予定であるo基研 としては今 まで大型
計算機 (=BM580-67)を賓求してきたが ,来年度の概算要求の際
に再検討が必要ではないか (資料 用)参照 )
〔意見〕
･今まで要求 してきた目的には ,部門別としてのある特徴をもったもの
というイメ-ジがあ って ,庶子核将来計画の-虜 としても考えていたO
｡地域センターとの関連.;i)上で有効な使 い方を考えること､が必要ではな
いか｡
･大型計算センターのものと機能が別 のものというより ,それ との関連
を考えて ,要求を行なうのも良いだろう (京大 ･理の例 )
｡こういう研究所の計算機には使い方 の上での特徴はあまり考えられな
い 9
｡京大大型計算センターは共同利用になるのだか ら ,基研は窓口の役 目
も必要になるだろう｡その運営その他 のことも考えた方が よいのでは
ないかQ
･大型計算機 が一つ D大学に2つ置かれる可脂性 も全 くないわけではな
いだろう〇
･核所では小型のものが数台あるが ,次に中型を薯求する予定セあるO












係 の研究者の意見を反映 させた方が良いと思 う-｡翌年度の候補者 (単














蕃年度にプロ`グレヂ及びサブルメソトの頁教 の増加 と出版餐 (印刷費)
の値上 りが予定 されていて ,現行の領布価では大きな赤字 となる.,
(見横赤字額 458｡5万円 )
赤字の対策について理事会にて検討の結果次のような嚢にな ったo
a) サプルメソ ト別刷の50部無料配布を中止 し,.5.0.部買取 りを義務
ちけるQ①
b) プログレスの価格を次のように改訂する｡
?? ? ???? ?
･1-:三
現 行 改 訂 額 値上率
5,600円 500用/冊 ･- 4,800円 400円/冊 55%
7,200円 600円/冊 - 9,600円 800円/冊 55%
















600円/潤 一 $28.00 840円/冊 40%
砧 0円/冊 一 番手0.00 9-00円/冊 58%
810円/冊 - $55.L10 1,d50円/冊 50%.
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⑦ からO までの収入増 の見込みは497.8万円であるO
これ について若干の質問 ･意 見が出されたが ,結局 上記の操案のように改
訂 を行な うことが了承 されたと共に ,文部省の助成金 の増加について関係
者に努力 をお願 いすることにな った｡
6. 研究計画
それぞれの提案説明の後 ,素粒子関係 (座長田中-氏 ),物性関1係 (痩
長碓井氏 )に別れて 丑nformalmeetingで研究内容に関する討論が行
なわれた｡ (資料 (4))
｡予算 は旅費 150万円 (内ア トム型 に 15万円残す )校費は 100万
円である Q
･専務手続 き上次 の点の指摘があ った｡
基研外での賃金職 邑 (計算補助者等 )は管理が しにくいのであまり多
くなると観る｢
基研外で研究会 を行 なうことにも事務手続 き上困難が生ずる､なるべ
く少なくして欲 しいo (全体予覚の 1-2割 まで )
7. 42毎度後期研究計画決定
研 究 会 テ 一々 代 表 者 旅 ∴餐 ･校 費.. 参加.敬 ..時 期
燭 工ntermodia1ニe 丸 森 寿 夫玉 垣 良 三 方円 万由 1 -~人 12月頃
モ呈レ 高エネルギー実験データ集作製 米 沢 穣 5 5J-6
桓 辛 .宙 論 会 津 晃佐 藤 文 隆 15 ･7計算印刷 20 10月Or1,2月基 研
痩 SOR分光学 と 小塩 .選択長谷川加藤 中井 20 5 155 10月末期 St〇rageRlngi ,(印刷 ) 基 研




A/-宇宙線領域 と加速器領域における素粒子物理学 .(追) 広重 .大場長谷部福井 5
モ■-レ′ tG-eV前後 の強い相互作用 (追) 米 沢 棲ー 10(計算)-5-hS@
痩 計筆磯 シミュレーション 大林 .矢島高木 上田 _潔. I,5:-.0
i-よる多体問題 の研究 荻田 .榎 田長谷川 -■P
モ Non LeptonicDe-cap-とWeak 工nter 古井 .井太 9 12
レ′ aCtionの統一傍 の探求 ## p
モレ′秩序 .無秩序現象の計算機 シミュレーション(追) 上且.荻 班松原 松田 5 20(禁書)叩.計算 4
短期 地球及び惑星の内部構追 小野.藤本上田 島津 25 50 基 研松尾
単 数理解析研究所の研究計画に応募す ることを見込んで 0としたO数理





基研 ほ定 員はついているが ,実際には大学院学生 をおかず ,個 々の所
員 として理学研究科には協力するという方針でや ってきたが ,他の研




全国 (D研究所長会議等においでは , ｢共同利周研究所特に基桝の特殊
性が認められるべきである｣ ということをいつも主張 しているo基所
では現在大学院学生にア トム塾で短期間来てもらうことが始め られて
いるが ,ここではむしろその方が適当 と思 える〔
学術会議 ･国大協その他で大学院問題が検討されているが ,基餅 は今
後 この間題にいかに対処 して行けば良いかについて議論 してほしい｡
〔意見〕
｡D.C.を5年間学生 として縛 りつけておくのは良 くないO現産 の大学
別変では流動を妨げる要素が多い.,
｡D.C.とパラレルに 通.C.修了橿渡の人に felloW Sni-p を設け研
究者 としてや っていく方法が核特香から JSC に提案 されているF,
｡ feBllow ship は助手 とは異 なり,かな り流動性 を有 している (5
毎任期の M.C.を経た人 と- ンデ ィキ ャップが生ずるのではないかO
｡不利であ っても自分に研究ができる方が良いと思 う人は fell〇Ⅵ
shipを選ぶであろうO
･fellow ship を支える研究者の心構え及 び経済的な間複の解決が
大切である,.
基研 に大学院 を置 くこ′とに関 しては
｡共同利用研究所 としての性格 ,特に基研の特徴である全LIBlの研究者に
対 して openであるという長所が失なわれる恐れがあるか らとらない
方が良いO




共同利用研究所は .素粒子研究所 (東研 )ができることも関連 して ,
制寵の面でも将来相当に大 きく変るかも知れないO 素研 ほ国立研究所
他は大学付置研究所 と･して残るのか ,又は変 るのか ,･現状では未決定





無理だが ,近 い将来に起 りそうなこと ,情報 ･意 見 ･見通 しなどをう
かがいたい｡
〔-撃告 ･意見 〕
･ JSC長期研究計画調査委員会 としては2月 11日に ｢共同利用研究所
のあり方についてのシンポジウム｣を開催 し ,湯川 ･赤堀 .小野 ･岬
･森脇各氏か ら問題が凍起 された｡ (『科学 』'67.5月号参照 )
秋め JSC総会にはこの間題について何 らかの勧告を一行なえる~ように
したい (資料 (5)i参照 )
｡流動研究員制度の利用について (資料 (5日iS頁参照 )
これが共同利用研究所の冬に偏重 されてはいけないO
｡内容の関連する分野でいくつかの共同利用研ができた場合 ,夫 々の個
















〔提案 〕 川 的 )
通算 6年以上 (約 10年間になる )基研研究部員会議のメンバーであ
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ったもの (基研所 員及び運営委員会 も含む )は永久に被選挙権を失 う
(但 し被選挙権･を持たぬ者でも基節所.員運営委 員は部員会議には出席
する )ということを摸案 したい｡









遺 したいとの申し出があり ,これを認め られた｡
後任には ,議長選挙の折の次点者 (同業 2名 )か ら ,部員会議での投票で
池田清美氏 (東大 ･理 )に決定 した｡
10〝研究部員会議成立規定の改正について 一
研究部員会議成立規定は構成員の%以上 ,かつ運営委員の半数以上 ,(檀
し在外者は計算 されない )の出席を必要 とするが ,運営委員の出席者の数
が足 りなくて成立 しないことが多い､ので ･規定を媛めてはどうかという提
案があ ったOが ,現行規定を変 える必賓はないとの意見 もあり .運営委員
会で更に検討することにtfな った｡
ll.継続議題
(a) 研究者の交流 を促進するための待遇問題 の検討 ,且 ･公 ･私立大学闇を
転戦 した場合に ,給料 ･恩給 ･退磯金などの問題があるので ,研究者の
自由な交流が妨げ られている｡これらの問題点を改善 してもらうために
_学術会議へこ要望を行なう案Jj具休的な検討をする委員会 (小野 ･古市 ･
州 口三氏 )が前部 員会議の際に作 られた｡
委 員(′j＼野氏 )か ら
資料がまだ充分に整 っていない由で ,出来次牙 まとめて学癖会議 (衛





要望 の際 に加えていただ きたいと ,次の点が出された 苛I
o I.C.を経て学位 を取 った場合 と ,論文で学位 を取 った場合 と待遇 を
同 じに して欲 しい｡
o i).C.5年以 内に学位 を取 るとい うこともより少 し fleⅩibleに して
欲 しい ∂
(b) D.C.をもつ大学の理論物理研究室間の人事交流について
① 自分 の大学の出身者 を直ちにス タ ッフとして採用 しない｡
@ 内部昇格 を制限する｡
ということを D.C.をもつ大学の理論物理研究室問で申 し合わせては ど
うか ,という提案が前部 員会議の際に接案 されたゥ
これに関 して ,各研究室で議論 をしてきて頂 くことにな っていて ,次 の
ような意 見が出されたっ
o原則的には賛成だが規則 として申 し合わせ るのは無理だ ろ う (これ は
かな り多数の意 見であ った )｡
0人事公募制を徹底 させる必要がある｡
O大学 を出て一度 は他へ行 くとい う原則はあ っても良いが ,形式的でな
く ･交流によ って学問の発展に貢献でき るt,)でな くては意味がない｡
O内部 ･外部の定義 はどの辺か ｡ (教室 ･学部 .大学 ･地方 ?)
o今我 々が-番要求 しているものは何かを考えるべきである O ア トム塾
の ようなものが勉 にもあれば良いのではないかo
o東京等 のように同地域に多数 の研究機絹があるところは問題 なかろ う
が ,そ うでない場合には住宅その他の問題が起 ってくるへ
o①の申 し合わせを rigid･にやると d 商品 〝として受け入れ られ易 い
ようなタイプの人間を造 ることにな りはしないかi,
却 って真の意味での研究の発展が阻害 され るので はないか O
叉 ･夫 々の研究室 の仕葛 の個性や良い伝統 を保 たねばな らぬ という問
題 と併せて考 えなければな らないE,
o① の実行は可純ではないが ,入学時に宣言 しておけば ,その覚悟で勉
強 もするだろうっ ノ▲～- 1




る時は良 いが ,実施の段階で意気療沈 しないようにすべきであるo
o最近 10ケ年後の実態がどうな っているかという琴料 を集めた らどう
かっ印象だけで議論するのは良 くないC
この間馬 は最近 10年後の理論物理研究室のスタッフの移動状況 を調べ




綜合研究班 を42年度分に申請したが ,査定の歳巣前者が打ち切られ ,
後者が500万円 (昨年付よ り約 100万円増加 )合わせて3/i弱にな っ
た.,
｢物性基礎論｣lD方も大きく削られたO
素粒子関係では科研費係 (牧 ･矢島 )より研究分担者各位に経過を報告
したO (資料 (7)を参照 )
叉 ,｢素粒子の基礎理論｣班 については ,洛)l魔 長 より今庄乾配分膏奄
委爵伏見 ･高橋両氏に配分復活を婁請 したが ･返事 はないO
本年度の査定の手続きや内容に対する批判や ,納得できないという意見
が各分担者 ,研究室から出されているが 一科研費配分の今後のあ り方と
して ,民主的な手続きをふみ今回のようなことをひき起 さないためにど
うすればよいか ,叉 .さし当 り(素粒子関係で )今毎度の実行計画 (5
00万円で )をどういう方針で立てればよいかについて討論 して欲 しい
(オーの問題については資料 (3)参照 )
今後科研費の配分について ｢国家 目的｣が重視される等 ,危険な動きが
感 じられるので ,そのことを含めて科研費のあり方や配分方式について
研究者側の意見を打ち出す必要がある｡ 牙二の間溝 (今年度の実行計画)

















･科研費配分ilD今後のあ り方については SJC.牙4部会 ,物研連 ,核特
委 ･物性′j､賓に申 し入れ書を送ることに決定 した｡申し入れ案文作製
は議長団及び牧 ･松田両氏に一任することにな ったO ｢賓求書｣参 照
(雷の末に掲載 )





･〔提案説明 コ(長崎 (立教大 ･埋 ))
-昨年度京都で行なわれた半導体の国際会議 (物理学会主催 ,SJC後
援 )で米塵軍か ら8000番由､資金援助 を受けていたこと嘉ミわかって
問題にな っている｡米陸軍研努 開発部長ペyツ中将は ｢海外委託研究






Council of Scieriもific'Union )及びその傘下の機関{1Up
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- ほ決 して導入すべきでない｣と新たに決議 した｡
o物理学会が契約の当事者 とな っているが ,これは委員長も知 らぬ塾で
個人 と米陸軍の間に行なわれていたものであ .ったという点に重大かつ
複雑 な問題がある,
0日本で行なわれ る国際会議 のチェックは可能だが ,外国 ,特に米国a)
ような場合難かしいのではないかo
rJ個人のモ ラルによるのが大切であり ,状況に応 じて判断しなくては仕
方がない｡
o少なくとも日本の organizationが行なう研究 (又はそこが主催す
る国際会議 )紘 ,どこの軍隊か らでも金を受けることはよくないO
軍関係資金の導入ということが明白に チェックで き ,一致 して反対でき
る間題 の場合は良いが ,そうでない,複雑な状況の場合については今後 も
ひきつづき検討 し ,討論､し合 う問題 として対処 してゆくつ又 ,個々の研
究者がそのような状況におかれた場合 ,できるだけ公開の場で問題 を検
討することを申し合わせたい｡
以上の討論 をもとに吾β員会議 として次の決議 をする〔
決 議
｢オ8回半導体国際会議に米陸軍資金が持ち込まれたこ･とは ,･学術会議








6 .2 0 小 谷 委 員 会 work in g gr011P (資料触 )
資 料 の 説 明 の 後 , 若 干 の 質 問 ･補 足 が なされた9
0 資 料 (10)の 2 ( 協 議 員 会 の 件 ) は 了解がつ くであろうかo
o 文 部 省 の 方 の 意 見 で は , 協 議 員会 は核特委の見解 と矛盾すると言 って
い た が ,そ れ は 文 部 省 の 人 が核特要の見解を誤解 しているのだ｡
O 素 研 の 研 究 体 制 に つ い て は 長い間検討されてきた｡基礎科学の国立研
究所で あ る の で 充 分 に 検 討されねばならないのに ,従来の国立研究所
と同 じよ う な 見 豚 を 突 如 として委員会が出したま うな印象があ り,そ
れに核 尊 委 が ひ き ず ら れ たようにみえるO資料㊥の原案 とも必ずしも
一致 し て い な い よ う に 思 う鵠
o 資料 ② と 核 帝 委 と は パ ラレルに作 られているO
茅委 に 核 特 要 が ひ き ずられたのではないかといわれるが ,現行の国立
窮 ,.･つ枠 の 中 に 素 研 を どういう風にうずぬるかということが問題であ っ
た ｡
仁文責 :`研究部員会議議長田 )
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